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地域に根ざした教育を目指して 

新執行部スタート！！ 

 １０月４日（月）後期始業式

後、生徒会役員認証式が行わ

れ、新執行部６名が認証されま

した。新しい力で、生徒会活動

活発化を期待しています。 の
 

新執行部 

会 長 本田(1年) 

副会長 山田(2年)・荒井(1年) 

書 記 石川(2年) 

会 計 中川(1年)・成瀬(1年) 

 
 

 6 日 北海道産業教育フェア  25 日 後期中間考査 

(～7日)        (～29 日) 

 11 日 体育祭(～12日)      26 日 町Ｐ連研究大会  

 14 日 珠算・電卓検定     28 日 ワープロ検定 

 15 日 漢字昇級認定試験 

61 号 

＝ 連 絡 掲 示 板 ＝ 
◇２学年インターンシップ実施予定 

  10/27(水)から 29(金)の 3 日間、本校 2 年生 11 名が、妹背牛町・深川市に

て、インターンシップを行います。生徒がお世話になりますので、よろしくお願

いいたします。 

◇町郷土館に本校生徒作品を出品 

  妹背牛町郷土館にて、書道部作品、「商業デザイン」「ライフデザイン」にお

ける生徒作品が 11 月上旬まで展示しています。 

◇産業教育フェア参加 

  11/6(土)・7(日)に札幌市月寒グリーンドームで行われる産業教育フェアに

参加し、妹背牛町の特産品を物産展で販売します。 

◇学校開放講座 

    今年度も、学校開放講座を実施する予定でいます。実施時期・開設講座に

ついては後日連絡します。 

秋の防災訓練実施 
１０月８日（金）、秋季避難訓練

を実施。いつ発生するかわからな

い災害に対し、冷静に行動し、身

の安全を守るという防災意識を

日頃から高めることを目的にし

ています。妹背牛消防支署長安藤

一男氏から、訓練の大切さについ

て話され、生徒達は真剣に聞き入

る          ってい

ま          ました。

し 
た。 
  

出前授業 

 
 株式会社資生堂 CSR 部次長 酒井剛氏を招き、10/13（水）“平成１６

年度知的財産権教育支援事業“として３学年を対象に、講演会を実施し

ました。普段、何気なくテレビなどで目にしている商標について、「役

割と登録」「企業経営における効果・価値」などをスライドを交えなが

ら説明され、商標の重要性を 
再確認しました。アンケート 
によると生徒達も「有益だっ 
た」との答えが多く、貴重な 
講演になったようです。 

ポスター作成講義（10/6 水） 妹背牛中学校１年生４０名が、「総合的な

学習の時間」の一環として、本校でポスター作りの基礎を学習しました。

 当日は、本校商業科教諭から、広告についての基礎的な知識や実際にポ

スターを作成するために大切な事柄など、具体的なことを含め説明があ

り、真剣に取り組んでいました。中学生は、今回の講義の成果を持ち帰り、

自分たちが調べた妹背牛町のことをポスターとして作成します。 
さらにそれを高校の設備である大型プリ 

ンターで印刷する予定です。なお、これら 
の成果は、10 月 26 日（火）、中学校で行 
われる「総合的な学習の時間」成果発表会 
で発表される予定ですので、機会がありま 
したら、本校と連携して作成したポスター 
をご覧いただければと思います。 

クッキー作り体験 

（9/21 火）

妹背牛小学生約 10 名

が来校し、ボランティア

部員と共に、クッキー作

りを体験。今年度は雨天

により交通安全運動が

中止となり、急きょクッ

キーは小中高校生全員

に配布することになり

ましが、本校生徒がリー

ドしながら、交流を深め

ることができました。 

地元の小学生・中学生、 
本校でポスターやクッキー作り体験 

講演テーマ：「商標とマネジメント」 
講演者：株式会社 資生堂 CSR 部次長 
            酒井 剛 氏 

生徒会長になって 本田美香

 今年 4 月に入学してから半年

が経ち、まさか生徒会長になる

とは思ってもみなかったことな

ので、まだ「生徒会長」という

自覚はあまりありません。今は

まだ、目の前にある仕事を確実

に、一つ一つこなして行きたい

と思います。 

 

 生徒会長になってまだ日は浅

いけど、これからみんなで楽し

く、よりよい学校生活を送れる

ように頑張りたいです。

児童生徒の健全育成ｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ ｽﾀｰﾄ!!
北海道教育委員会と北海道警察本部とで8月10日に協定を締結し、９月

１日より、子どもの健全育成サポートシステムがスタートしています。 
 
◎ ＜協定の内容について＞ 
１ 連絡対象事案 
(1)警察署から道立学校への連絡対象事案 

① 児童生徒が逮捕された場合 
② 逮捕以外の不良行為（暴走族や不良集団の一員、窃盗、暴行） 
③ 繰り返しの非行（万引き、深夜徘徊、家出、飲酒・喫煙、性の逸脱等）

(2)道立学校から警察署への連絡対象事案 
① 非行の再発防止及び未然防止（暴走族や暴力団との交際、学校間の生

徒の対立） 
② 学校内外の犯罪被害の未然防止、安全確保（変質者・不審者の目撃や

情報、ストーカー、出会い系サイトに関する児童生徒の被害） 
 
 ２ 保護者との連携 
   学校側からの警察署への連絡に当っては、当然ながら保護者と連携を十分配

慮することが大切となります。 
 
 ３ 警察から得た情報について 

学校側では得た情報を児童生徒への適正な指導に役立てることが大切です。

本人（児童生徒）から十分事情を聞くなど継続的な指導を行うことや健全育成

の観点から教育的効果を伴った適正な指導に配慮することが必要です。 
○ホームページ： http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp（パソコン用） http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp/i/index.htm (携帯用)

○メール： moseushi@hokkaido-c.ed.jp 


